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2020年シンポジウム :「患者・家族を支える入退院支援」

がん患者の両立支援に主眼をおいた
入退院支援
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要 旨 「治療と職業の両立等支援対策事業」（平成25年度厚生労働省委託事業）における事
業を対象に実施したアンケート調査によれば，疾病を理由として 1 カ月以上連続して

休業している従業員がいる企業の割合は，メンタルヘルスが38％，がん21％，脳血管疾患が12％
である．また，「平成22年国民生活基礎調査」に基づく推計によれば，仕事を持ちながら，がん
で通院している者の数は32.5%に上っている（厚生労働省　2020）．また，がんに罹患し休職した
労働者の約 2 割は，復職せずに退職・復職後に退職している（東京都福祉保健局　2014）．この
ような状況を鑑み，国立病院機構別府医療センター（当院）では両立支援を主眼においた入退院
支援を2019年より婦人科を対象に開始した．週 1 回の退院支援カンファレンスで対象者を選定し，
病棟担当のソーシャルワーカー，患者支援看護師にて訪室し就労に関する情報の聞き取りを行っ
た．退院後の外来通院時に定期的な面談を行い，状況の把握を行った．また，他患と情報共有し
たいという声もあったため，働く女性のためのサロン（以下，サロン）を月 1 回開催した．サロ
ンでの情報共有でとくに筋力低下，心理的不安，アピアランスケアに関する話題が多かったため，
早期からの筋力予防を目的としてがんリハビリ，メンタルケアを目的としてヨーガ療法・マイン
ドフルネスを導入した．就労の目途が立った方は大分産業保健総合支援センターと連携し復職に
向けて情報提供を行った．
　両立支援を行うなかで重要なことは，患者を身体・心理・社会的・スピリチュアルな視点から
捉え，総合的に支えていくことである．そのためにも多職種・多機関で総合的な支援体制の確保
が両立支援を利用者本位で進めていく鍵となる．
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はじめに

　労働者と医療のあり方，いわゆる両立支援の前進
は，2009（平成21）年に遡る．独立行政法人労働者
安全機構が「労働者医療の在り方検討会」を立ち上
げ，従来の作業や作業環境が直接の原因となって発

生する業務上疾病だけでなく，心疾患，脳血管疾患，
ストレス性疾患のように，作業環境が発症の 1 つの
要因となる作業関連性疾患に注目するようになっ
た．さらに，がんについても，生存率の向上や治療
の発展によって治る病となり，職場復帰等が重要な
課題となった 1 ）．
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